
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

平成 21 年 3 月 31 日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研究種目：基盤研究（Ｓ） 

研究期間：２００４～２００８ 

課題番号：１６１０３００１ 

研究課題名（和文） 社会的共通資本の理論的，制度的，歴史的研究 

  

研究課題名（英文） Theoretical, Institutional, and Historical Studies of 

 Social Common Capital 

研究代表者 

宇澤 弘文 (UZAWA HIROFUMI) 

同志社大学・研究開発推進機構・教授 

研究者番号：２００１２１０６ 

 
 
 
研究成果の概要：社会的共通資本の理論的，学説的，制度的，歴史的，文化的側面について総合的

な研究を行った．理論的，学説的側面に関して，山，森林，草原，河川，湖沼，海浜，海，水，土壌な

どの自然環境，道路，鉄道，バスなどの公共的交通機関，上下水道，電力・ガス，通信などの社会的イ

ンフラストラクチャー，教育，医療，金融．都市，農村などの制度資本からなる社会的共通資本の主要

な構成要素について，それぞれの歴史的，技術的，経済的，社会的，文化的特質を浮き彫りにするよ

うな理論的モデルを構築し，その社会的，制度的，政策的含意を明らかにする研究を行った． 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2004 年度 10,300,000 3,090,000 13,390,000 

2005 年度 11,600,000 3,480,000 15,080,000 

2006 年度 11,600,000 3,480,000 15,080,000 

2007 年度 11,600,000 3,480,000 15,080,000 

2008 年度 11,600,000 3,480,000 15,080,000 

総 計 56,700,000 17,010,000 73,710,000 

 
 
研究分野：社会科学 
科研費の分科・細目：経済学・理論経済学 
キーワード：社会的共通資本，社会的共通資本としての医療，社会的共通資本としての教育，

地球温暖化，コモンズ，動学的最適資本蓄積の理論，内生的経済成長の理論，持続的可能な経

済発展 
 
１．研究開始当初の背景 
 社会的共通資本は，一つの国ないし特定の
地域が，ゆたかな経済生活を営み，すぐれた
文化を展開し，人間的に魅力ある社会を持続
的，安定的に維持することを可能にするよう
な社会的装置を意味する．社会的共通資本は
たとえ，私有ないしは私的管理が認められて
いても，社会全体にとって共通の財産として，
社会的な基準にしたがって管理・運営される．
社会的共通資本はこのように，純粋な意味に
おける私的資本ないしは私的稀少資源と対

置されるものである．その具体的な構成は先
験的あるいは論理的基準にしたがって決め
られるものではなく，そのときどきにおける
自然的，歴史的，文化的，経済的，社会的，
技術的諸要因に依存して，政治的なプロセス
を経て決められる． 
 社会的共通資本はこのように，分権的市場
経済制度が円滑に機能し，実質的所得分配が
安定的となるような制度的諸条件を整備し
ようとするものであって，二十世紀の初頭，
アメリカの生んだ偉大な経済学者ソーステ



ィン・ヴェブレンが唱えた制度主義の考え方
を具現化するものである．ヴェブレンは，資
本主義と社会主義の機能を詳細に分析して，
どちらの経済体制にも深刻な欠陥と矛盾を
含んでいることを明らかにした．そして，制
度的諸条件によって経済発展の形態と特質
が決められてゆくメカニズムを分析し，また
経済発展の結果として，制度的諸条件がどの
ように進化してゆくかを解明した．ヴェブレ
ンの考え方は，進化論的経済学として，経済
学に新機軸をもたらすことになったのであ
るが，社会的共通資本の概念は，ヴェブレン
の制度主義の理念を具体的な形に表現した
ものといってよい． 
 ヴェブレンの考え方はまた，同じシカゴ大
学の哲学者ジョン・デューイのリベラリズム
の思想に深く影響されている．デューイがリ
ベラリズムというとき，それは人間的尊厳を
守り，市民的自由が最大限に確保できるよう
な社会の実現を求めて，ユートピア的運動な
り，学問的研究を展開しようとすることを意
味する．したがって，制度主義を具現化する
ものとしての社会的共通資本は決して国家
の統治機構の一部として官僚的に管理され
たり，また利潤追求の対象として市場的な条
件によって左右されてはならない．社会的共
通資本の各部門は，職業的専門家によって，
職業的規範にしたがって，管理・維持されな
ければならない． 
 社会的共通資本の基本的性格をこのよう
に理解するとき，教育と医療が，社会的共通
資本の，もっとも重要な構成要素であること
が明らかであろう．教育は，一人一人の子ど
もたちが，それぞれもっている先天的，後天
的能力，資質をできるだけ育て，伸ばし，個
性ゆたかな一人の人間として成長すること
を助けようとするものである．他方，医療は，
病気や怪我によって，正常な機能を果たすこ
とができなくなった人々に対して，医学的な
知見にもとづいて，診療をおこなうもである．
いずれも，一人一人の市民が，人間的尊厳を
保ち，市民的自由を最大限に享受できるよう
な社会を安定的に維持するために必要，不可
欠なものだからである． 
 このような視点から，社会的共通資本の主
要な構成要素について，それぞれの歴史的，
技術的，経済的，社会的，文化的特質を詳細
に分析し，その特質を浮き彫りにするような
理論的モデルを構築し，その社会的，制度的，
政策的含意を明らかにすることは，極めて緊
急度の高い課題であった．しかし，社会的共
通資本の理念は，当時必ずしも，経済学者の
間では，Common Sense とはなってはいな
かったし，その制度的，実証的，統計的な分
析を行うための理論的枠組みも断片的にし
か存在しなかった．このことはとくに，日本
の経済学の世界では，顕著な事実であった． 

 
自然環境，社会的インフラストラクチャー， 
そして教育，医療，金融，都市，農村， 
文化資本などの制度資本からなる社会的 
共通資本に関する経済学的特質を分析する 
ための理論的枠組みの構築が重要な課題で 
あった． 
 
 
２．研究の目的 
社会的共通資本の理論的，学説的，実証的，政
策的側面について包括的な研究を行う． 
 (1) 理論的側面  大気，森林，河川，水，土
壌などの自然環境，道路，公共的交通機関，上
下水道，電力・ガスなどの社会的インフラストラク
チャー，さらに教育，医療，司法，金融制度．都
市，農村の制度資本などという社会的共通資本
の主要な構成要素について，その制度的，技術
的，社会的特質を浮き彫りにするような理論的モ
デルを構築し，政策的，経営的含意を明らかに
する． 
(2) 学説的側面  社会的共通資本の考え方が、
経済学の歴史のなかで，どのように位置づけら
れてきたかを考察する． 
(3) 実証的側面  社会的共通資本の重要な構
成要素である自然環境，農村，都市，教育，医
療，金融の各分野について，それぞれの果たし
てきた社会的、経済的な役割を分析する． 
(4) 政策的側面  社会的共通資本の重要な構
成要素について，それぞれの目的がうまく達成
でき，持続的な経済発展が可能になるためには，
どのような制度的前提条件がみたされなければ
ならないかを考察する． 
 
 
３．研究の方法 
(1) 研究代表者の司会の下に研究分担者， 
 連携研究者からなる研究会の開催． 
(2) 慶友国際医療フォーラムを毎年定期的 
 に開催． 
(3) 社会的共通資本研究センター調査団を 
 スペイン，ドイツに派遣． 
(4) University of London で International 
 Forum on Kyoto as Social Common  
 Capital の開催． 
 
 
４．研究成果 
本研究は，社会的共通資本の理論的，学説的，
制度的，歴史的，文化的側面について総合的
な研究を行うことを目的として掲げた．理論的，
学説的側面に関して，山，森林，草原，河川，湖
沼，海浜，海，水，土壌などの自然環境，道路，
鉄道，バスなどの公共的交通機関，上下水道，
電力・ガス，通信などの社会的インフラストラクチ
ャー，教育，医療，金融．都市，農村などの制度
資本からなる社会的共通資本の主要な構成要



素について，それぞれの技術的，経済的，社会
的，文化的特質を浮き彫りにするような理論的モ
デルを構築し，その社会的，制度的，政策的含
意を明らかにする研究を行った． 
 
（１）理論的側面  
 大気，森林，河川，水，土壌などの自然環境，
道路，公共的交通機関，上下水道，電力・ガス
などの社会的インフラストラクチャー，さらに教育，
医療，金融制度．都市，農村の制度資本などと
いう社会的共通資本の主要な構成要素につい
て，その制度的，技術的，社会的特質を浮き彫
りにするような理論的モデルを構築し，政策的，
経営的含意を明らかにし，同時に，1960 年代か
ら 1990 年代にかけて展開された動学的最適資
本蓄積の理論，内生的経済成長の理論，時間
選好の一般理論に加えて，1980 年代から現在
にかけて展開された社会的共通資本の経済理
論を有効に適用するとともに，これらの理論を深
化し，展開した．これらの主な研究成果は，
Discussion Papers として配布し，これまで共同研
究を行ってきた数多くの研究者に配布し，貴重
なコメント，批判を受けた．その成果は，2005 年，
H. Uzawa, Economic Analysis of Social Common 
Capital としてCambridge University  Pressから
刊行された． 
 
（２）学説的側面 
 社会的共通資本の考え方が、経済学の歴史
のなかで，どのように位置づけられてきたかを考
察した． 
 John Stuart Mill は，その Principles of Political 
Economy（1848）において，古典派経済学を象
徴するものとしてStationary Sateの概念を導入し
た．それは，マクロ的な変数はすべて一定に保
たれながら，ミクロ的には，多様で，華麗な人間
的活動が行われているというユートピア的状態を
指す．この Mill の Stationary Sate は果たしてど
のような制度的条件のもとで可能となるであろう
かという問題提起が Thorstein Veblen によって 
なされ，いわゆる制度学派の経済学が展開され
た．社会的共通資本の概念は，Veblen の制度
学派の経済学の考え方を一つの理論的体系と
して整理したものである．この間の学説的状況を，
Adam Smith の The Theory of Moral Sentiments, 
Wealth of Nations にさかのぼって考察するととも
に， Veblen の The Theory of Business 
Enterprise，Keynes の The General Theory との
関連を考察し，現代経済学の考え方の展開に
重要な関わりをもつことを明らかにした．これらの
研究成果は，上記の Economic Analysis of 
Social Common Capital に包含されている． 
 
（３）実証的側面については，社会的共通資本
の重要な構成要素である自然環境，農村，都市，
教育，医療，金融の各分野について，それぞれ
の果たしてきた社会的、経済的な役割を分析し

た． 
 
（４）政策的側面については，社会的共通資本
の重要な構成要素について，それぞれの目的
がうまく達成でき，持続的な経済発展が可能に
なるためには，どのような制度的前提条件がみ
たされなければならないかを考察した． 
 
 以下，(３)，(４)をまとめて，研究の方法につい
て報告する． 
 大気，森林，河川，水，土壌などの自然環境，
道路，公共的交通機関，上下水道，電力・ガス
などの社会的インフラストラクチャー，さらに教育，
医療，司法，金融制度．都市，農村の制度資本
などという社会的共通資本の主要な構成要素に
ついて，その制度的，技術的，社会的特質を浮
き彫りにするような理論的モデルを構築し，政策
的，経営的含意を明らかにした． 
 社会的共通資本の重要な構成要素である自
然環境，農村，都市，教育，医療，金融の各分
野について，それぞれの果たしてきた社会的、
経済的な役割を分析した． 
 
（５）自然環境については, 主として地球温暖化
の問題について，Karl -Goran Maler, Partha 
Dasgupta，Robert M. Solow との共同研究を進め
た．これらの研究成果のうち，Global Warming 
に関するものは，2003 年に Cambridge 
University Press から刊行された H. Uzawa, 
Economic Theory and Global Warming の内容を
全般的に精緻化し，展開して，H. Uzawa, 
Studies in the Economic Analysis of Global 
Warming と題する Discussion Paper として配布
された． 
 さらに，地球温暖化の問題について，京都会
議の結論を補強，補足し，新しい国際協調への
足掛かりを与えた，その主要な内容は
Discussion Paper として，関係研究者に配布し，
コメント，批判を受けて，宇沢弘文・細田裕子編
『地球温暖化と経済発展－持続可能な成長を
考える』として，2009 年 3 月東京大学出版会
から刊行された．  
 
（５）社会的共通資本としての川についての研究
成果をまとめて，Discussion Paper として，関係
研究者に配布し，コメント，批判を受けた．東京
大学出版会から宇沢弘文・大熊 孝 編『社会的
共通資本としての川を考える』としての刊行を計
画中である．  
 
（６）教育については，Karl-Goran Maler, 
George Akerlof, Kenneth J. Arrow と日本，スウェ
ーデン，米国についての国際比較を中心として
研究を進めるとともに，日本政策投資銀行設備
投資研究所との共同研究を進めた．その主要な
内容は，Discussion Paper として，関係研究者
に配布し，コメント，批判を受けて，東京大学出



版会から宇沢弘文・間宮陽介編『社会的共通資
本としての教育』として刊行する計画がある． 
 
（７）医療については，Karl-Goran Maler, 
George Akerlof, Kenneth J. Arrow と日本，スウェ
ーデン，米国についての国際比較を中心として
研究を進めるとともに，日本政策投資銀行設備
投資研究所との共同研究を進めた．これらの成
果は，平成 18 年度に開催された慶友国際医療
フォーラムで発表され，宇沢弘文・間宮陽介編
『社会的共通資本としての医療』として東大出版
会から刊行する計画がある．  
 
（８）農村の問題については，Partha Dasgupta, 
Dale W. Jorgenson とこれまで行ってきた共同研
究をさらに発展，展開するとともに，日本政策投
資銀行設備投資研究所との共同研究を進めた．
これらの成果は，宇沢弘文・内橋克人・梶井 功
編『社会的共通資本としての農業・農村』として
東大出版会から刊行する計画がある． 
 
（９）都市の問題については，1980 年代の終わり
頃から展開されつつある EU の主導するヨーロッ
パにおける都市のルネッサンス運動を調査し，
その政策的含意を考察した．これらの成果は宇
沢弘文・岡部明子編『社会的共通資本としての
都市』として刊行する計画がある（出版社未
定）． 
 
（１０）社会的インフラストラクチャーの問題につ
いては，日本政策投資銀行設備投資研究所と
の共同研究を進めた．その成果は，H. Uzawa 
and M. Kuninori, Social Infrastructure in Japan: 
Issues and Lessons として日本政策投資銀行設
備投資研究所から刊行する計画がある． 
 
（１１）金融の問題については，Steven M. 
Goldman, Ignatio Musu との共同研究をさらに発
展させたるとともに，日本政策投資銀行設備投
資研究所との共同研究を進めた．これらの成果
は，宇沢弘文・花崎正晴・渡辺修士編『平成大
恐慌を考える』として東大出版会から刊行する計
画がある．  
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